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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館
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○ 高校生ボランティア養成講座

７月16日(日)・７月22日(土)（受講者決定済）

図書館の初歩的な業務の経験を通して，関心及び公

共でのマナー意識を高めるとともに，図書館を活用す

る人材を育てます。

○ 第１回学習サークル ７月30日(日)（受講者決定済）

古文書を活用した学習を通して，郷土への歴史認識

を深めるとともに，図書館利用の幅を広げます。

○ 児童文化室 ７月23日(日)～８月22日(火)

「きょうりゅう大集合！」

昨年度ミニミニ展示で好評だった，恐竜関係の本を

集めて紹介します。

○ 一般閲覧室ミニ展示 ８月１日(火)～８月31日(木)

「大人の自由研究」

夏休み期間中は大人も子どもの心にかえって，自由

研究を楽しんでみませんか。大人も夢中になる工作や

実験，自然観察に関する本を紹介します。

県立図書館に届いた

今回紹介していただいた宝本は，ルーシー・モード，モンゴメリ/著，村岡花子/訳
『赤毛のアン』（新潮社）です。

私の宝本は『赤毛のアン』です。結婚する前，まだ会社勤めをしている頃，仕事や恋愛で
悩むことがありました。何事にも悲観的になり，すっかり自信をなくしていたとき，姉の愛
読書であった『赤毛のアン』に出会ったのです。アンの前向きな物事のとらえ方にふれ，自
分の悩みはちっぽけで，もっと見たり感じたりすべきことがあるんだと，生きる希望がわい
てきたことを思い出します。この本は，私が生きていく上でなくてはならない一冊です。

図書館カレンダー

*ヒント*
でんでんむしのかぞくだよ。 ○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

※ 児童文化室は19時まで

日曜日・祝日（ ）: ９時～17時

は，休館日。

は，学習室のみ開室（９時～17時）。

★ は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。

◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。

は，一般閲覧室新着図書の日（７月28日,８月15日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（７月23日）。

『でんでんむしのかなしみ』（新美南吉／
にい み なんきち

作 かみやしん／絵）からのクイズです。
さく え

うまれたばかりの小さなでんでん虫は，だ
ちい むし

れのせなかにのっておはなししているでしょ
うか。

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か

室にある箱に，８月１３日（日）までに入れてください。正
しつ はこ がつ にち い せい

解者のなかから抽選で２０人にしおりなどのプレゼントを
かいしや ちゆうせん にん

差し上げます。
さ あ

前回の答えは「きいろ」でした。たくさんの御応募ありが
ぜんかい こた ご おう ぼ

とうございました。

現在，当館の一般閲覧室ミニ展示コーナーでは

「鹿児島県立図書館ゆかりの作家たち」と題し

て，３人の作家を紹介しています。

第４代鹿児島県立図書館長であり，「親子20分

読書運動」を全国に広げた椋鳩十氏，現伊佐市出

身で直木賞作家でもある海音寺潮五郎氏，鹿児島

県立図書館奄美分館初代館長であり，大島地区の

読書活動普及に貢献された島尾敏雄氏です。

３人の作家をより身近に感じていただけるよ

う，それぞれの著書や

関連図書，貴重資料等

を中心に展示していま

す。

８月31日（木）まで

展示していますので，

ぜひ御覧ください。 【ミニ展示コーナー】


